
 

 

 

 

 

既設の原子力・水力発電所を活用したオフサイト型コーポレートＰＰＡの

窓口開設について 

 

２０２６年７月９日 

関西電力株式会社 

 

当社は本日、既設の原子力・水力発電所を活用したオフサイト型コーポレ

ートＰＰＡ（フィジカルＰＰＡ）の実現に向け、法人（需要家・小売電気事

業者）のお客さまを対象としたお問い合わせ窓口を開設します。 

 

ＧＸの進展や国際情勢の不安定化に伴う燃料価格の変動等を背景に、  

お客さまの脱炭素化や電力価格の安定化に対するニーズが高まっています。

これまで国内のフィジカルＰＰＡは、太陽光や風力などの再生可能エネルギーを

活用したものが中心でしたが、当社は既設の原子力・水力発電所を活用する

ことで、季節・天候・時間帯に左右されにくい安定的な脱炭素電力を供給す

る新たなスキームを実現します。なお、原子力を活用したフィジカルＰＰＡ

は、国内初の取組みとなります。 

 

本スキームでは、フィジカルＰＰＡの特長である「電気」と「環境価値」

を一体的に供給することで、お客さまの脱炭素化に貢献するとともに、  

燃料価格や市場価格の変動リスクの低減にも寄与することが期待されます。 

 

当社は、原子力、水力、再生可能エネルギーなど、多様な脱炭素電源を最

大限活用し、お客さまの多様なニーズに応える電力サービスを提供するとと

もに、ゼロカーボン社会の実現と持続可能な社会の発展に貢献していきます。 

 

 

本件に関するお問い合わせは、こちらの専用サイトよりお願いします。 

 

 

以 上 

 

 

 

別紙：既設の原子力・水力発電所を活用したオフサイト型コーポレート  
ＰＰＡ（フィジカルＰＰＡ）の概要 
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既設の原子力・水力発電所を活用した
オフサイト型コーポレートＰＰＡ
（フィジカルＰＰＡ）の概要

別 紙

２０２６年７月９日

関西電力株式会社



1
既設の原子力・水力発電所を活用したオフサイト型コーポレートＰＰＡ
（フィジカルPPA）の概要

✓ オフサイト型コーポレートＰＰＡ（フィジカルＰＰＡ）とは、お客さまの敷地外（オフサイト）
にある脱炭素電源で発電した電気を、一般の電力系統を通じてお客さまへお届けする仕組みです。

✓ お客さまにとっては、使用電力の脱炭素化に加え、市場価格の変動を受けにくく、将来の電力コ
ストを見通しやすくなる点が特長です。なお、自社敷地内のスペースに制約がある場合でも、脱
炭素電力を活用しやすくなります。

＜フィジカルＰＰＡのスキーム＞

小売電気事業者

電気の流れ 環境価値の流れ お金の流れ

お客さま発電事業者

環境価値(証書)

固定価格

電力

環境価値(証書)

固定価格
+託送料+手数料

電力
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再エネ（太陽光） 原子力・水力

既設の原子力・水力発電所を活用したフィジカルＰＰＡの提供価値

✓ 関西電力は、これまで太陽光・風力が中心であったフィジカルＰＰＡについて、既設の原子力・
水力発電所を組み合わせることで、季節・天候・時間帯に左右されにくい安定的な脱炭素電力を
供給する新たなスキームの実現を図ります。

＜当社フィジカルＰＰＡの提供価値＞

安定
調達

電源
多様化

• 原子力・水力の活用により、
季節・天候・時間帯に左右
されにくい脱炭素電源を調達
可能

• 太陽光・風力に加え、原子力・
水力も含めた多様な電源
ポートフォリオを構築可能

脱炭素
効果

価格リスク
低減

• 非化石証書や環境メニューと
異なり、実際に使用する電気
そのものの脱炭素化に貢献

• 燃料市況等による電気料金
変動リスクの抑制に寄与

＜電源特性の違いによる供給イメージ＞

電力消費量

時刻

電力消費量

時刻

フィジカルＰＰＡ共通の価値 原子力・水力による新たな提供価値

供給量
(変動あり)

供給量
(安定的)
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